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新

理
事
長
あ
い
さ
つ

総
代
の
皆
様

に
は
ご
多
用
の

中
ご
出
席
い
た

だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

の
総
代
会
で
は
、
医
療
福
祉
生

協
連
の
片
山
専
務
に
「
医
療
福

祉
生
協
の
い
の
ち
の
章
典
と
組

合
員
活
動
」
と
題
し
た
記
念
講

演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
か
ら
は
三
点
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
に
、
地
域
医
療
・
介
護

に
つ
い
て
で
す
。
今
年
一
月
、

九
八
歳
の
母
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
寝
た
き
り
と
な
り
自
宅
介

護
が
限
界
と
な
っ
た
た
め
、
病

院
に
入
院
さ
せ
ま
し
た
が
、
驚

く
こ
と
に
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
退

院
し
、
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
期
は
訪
問
診
療

と
介
護
の
力
を
借
り
て
、
穏
や

か
な
表
情
で
旅
立
ち
ま
し
た
。

医
師
か
ら
「
自
宅
で
看
取
る
例

は
一
％
以
下
」
と
聞
き
、
改
め

て
本
人
の
意
向
と
支
援
体
制
の

大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
誰

も
が
納
得
で
き
る
医
療
・
介
護

を
目
指
し
、
よ
り
良
い
仕
組
み

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
医
療
生
協
の
役
割

に
つ
い
て
で
す
。
医
療
生
協
は

国
の
政
策
の
枠
内
に
制
約
さ
れ

つ
つ
も
、「
い
の
ち
を
中
心
に

据
え
た
活
動
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
動
力
は
「
組
合

員
と
出
資
金
」
で
す
。
中
長
期

の
計
画
で
は
、
い
わ
き
市
内
で

（
一
〇
％
の
組
合
員
）
の
目
標

は
三
万
人
の
組
合
員
と
六
億
円

の
出
資
金
で
あ
り
、
今
年
度
は

そ
の
途
中
段
階
と
し
て
「
一
万

五
千
人
の
組
合
員
と
五
億
円
の

出
資
金
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
簡
単
に
達
成
で
き
る
目

標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
に
、
地
域
と
職
場
の
未

来
に
つ
い
て
で
す
。「
平
和
で

安
心
で
き
る
社
会
」
と
「
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
」
の
両
立
を

目
指
し
、
多
様
な
力
を
も
つ
組

合
員
・
職
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、

健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
・

職
場
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
が
活
発
な
討

議
の
場
と
な
り
、
活
動
方
針
の

実
現
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
す

機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

誰もが健康で居心地よくくらせる
まちづくりへの挑戦

第47回 通常総代会

2025年６月28日、第47回通常総代会をいわき新舞子ハイツで開催しました

青
空
が
広
が
る
爽
や
か
な
日

差
し
の
も
と
、
一
二
七
名
が
参

加
。
議
長
に
は
國
政
啓
子
総
代

と
大
友
満
総
代
が
選
出
さ
れ
、

開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
日
本
医
療
福

祉
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
片

山
忍
専
務
理
事
に
よ
る
記
念
講

演
『
医
療
福
祉
生
協
の
「
い
の

ち
の
章
典
」
と
「
組
合
員
活

動
」』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

片
山
専
務
は
、
浜
通
り
医
療

生
協
が
医
療
・
福
祉
の
提
供
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

原
点
に
つ
い
て
語
り
、「
健
康

を
つ
く
る
。
平
和
を
つ
く
る
。

い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
。」

と
い
う
医
療
福
祉
生
協
の
理
念

と
、「
い
の
ち
の
章
典
」
に
込

め
ら
れ
た
権
利
と
責
任
の
実
践

が
、
私
た
ち
の
日
々
の
活
動
に

息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
班
会
へ
の
参
加
が
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
と

い
う
調
査
結
果
や
、
全
国
で
の

実
践
例
も
紹
介
さ
れ
、「
誰
も

が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ

る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
に
は
、

〝
参
加
〞
と
〝
協
同
〞
が
基
本

で
あ
り
、
そ
れ
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
の

意
義
を
再
確
認
し
、
今
後
の
地

域
づ
く
り
へ
の
励
み
と
な
る
よ

う
な
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
小
名
浜
生
協
病
院

院
長
で
あ
る
遠
藤
剛
常
勤
理
事

よ
り
、
医
師
体
制
に
関
す
る
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
同
院
に
は
三
名
の
総

合
診
療
専
門
医
が
在
籍
し
て
お

り
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
と
も
に
、
若
手
医
師
の

育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
は
三
〇
代
の

若
い
医
師
を
新
た
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
の
報
告
も
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
心
強
い
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
五
つ
の
議
案

が
す
べ
て
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
吉
田
幸

江
総
代
よ
り
「
二
〇
二
五
年
わ

た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
」
を
提

案
さ
れ
、
会
場
の
満
場
一
致
の

拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

片
山
忍
専
務
理
事
に
よ
る
記
念
講
演

の
様
子
。
医
療
福
祉
生
協
の
理
念
を

語
ら
れ
ま
し
た

遠
藤
剛
院
長
。
地
域
医
療
と
若
手
育

成
へ
の
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た

2025年7・8月　第287号1

憲法第九条
戦争の放棄

１ 　日本国民は、正義と秩序を基
調とする国際平和を誠実に希求
し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力の行使は、
国際紛争を解決する手段として
は、永久にこれを放棄する。
２ 　前項の目的を達するため、陸
海空軍その他の戦力は、これを
保持しない。国の交戦権は、こ
れを認めない。
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一人は万人のために、万人は一人のために

2025 年 7・8月　第 287号

浜通り医療生協ニュース
私たちの現況

（2025年5月31日現在）

組 合 員 数

出資金総額

一人当たりの平均

14,067人

4億9,713万円

35,340円



二
〇
二
四
年
度

仲
間
ふ
や
し
表
彰

（
支
部
・
班
・
個
人
）

●
支
部
の
部
（
30
人
以
上
）

四
倉
支
部
／
江
名
支
部

泉
支
部

●
支
部
の
部

（
自
主
目
標
２
項
目
達
成
）

玉
川
支
部
／
神
白
支
部

勿
来
支
部

組
合
員
の
声
を
届
け
る
代
表
と
し

て
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

五
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
第
二

二
期
総
代
選
挙
を
経
て
、
地
域
を

代
表
す
る
新
た
な
総
代
の
皆
さ
ま

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
は
、

私
た
ち
医
療
生
協
の
運
営
に
お
い

て
重
要
な
意
思
決
定
を
担
う
存
在

で
す
。
組
合
員
の
声
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
よ
り
良
い
医
療
・
福
祉

の
提
供
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
二
四

地
区
か
ら
一
三
八
名
の
方
々
が
立

候
補
・
推
薦
を
受
け
、
所
定
の
手

続
き
を
経
て
、
正
式
に
総
代
と
し

て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

二
年
間
、
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
組

合
員
の
代
表
と
し
て
、
医
療
生
協

運
営
に
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
。
地
域
と
と
も
に
歩
む

医
療
生
協
を
目
指
し
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
選
挙
区
と
総
代
の
定
数
】

〇
岡
小
名
・
湘
南
台
地
区

10
名

〇
君
ケ
塚
区

３
名

〇
小
名
浜
東
小
区

９
名

〇
小
名
浜
二
小
区

９
名

〇
大
原
区

８
名

〇
玉
川
区

５
名

〇
住
吉
・
林
城
区

４
名

〇
神
白
区

５
名

●
個
人
の
部
（
５
人
以
上
）

※
敬
称
略

順
不
同

四
倉
支
部

榊
原

清
隆
／
渡
辺

義
郎

大
和
田

博

久
世
原
・
中
山
支
部

本
藤
と
し
子
／
髙
橋
も
と
子

常
磐
・
遠
野
支
部

鈴
木

範
子
／
遠
藤

礼
子

早
川
の
り
子

玉
川
支
部

栃
本

和
代
／
吉
田

文
子

田
村　
　

清

神
白
支
部

左
近
司
愛
子

江
名
支
部

関
口
多
賀
子
／
吉
田　
　

實

泉
支
部

白
土

忠
男
／
白
土

直
美

今
泉
千
佳
子
／
小
泉

孝
子

山
崎

節
郎

岡
小
名
支
部

松
原

尚
子
／
齋
藤

幸
子

佐
藤

京
子
／
矢
口

礼
子

勿
来
支
部

第
47
回
通
常
総
代
会
報
告

議
決
さ
れ
た
議
案

二
〇
二
四
年
度

監
事
所
見

第
22
期

総
代
任
命
の
お
知
ら
せ

第
１
号
議
案

二
〇
二
四
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
・
剰
余
金

処
分
並
び
に
監
査
報
告

第
２
号
議
案

二
〇
二
五
年
度
事

業
計
画
・
予
算

第
３
号
議
案

役
員
報
酬
決
定
の

件
理
事
二
七
名
、
監
事
五
名
の
報

酬
総
額
範
囲
を
決
定
。
総
額
範
囲

内
に
お
け
る
各
役
員
報
酬
額
、
支

給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
、
理
事
会
、
幹
事
会
に
一
任
。

第
４
号
議
案

役
員
選
任
の
件

介
護
福
祉
部
長
交
代
に
伴
い
、

今
総
代
会
を
も
っ
て
一
名
の
理
事

が
辞
任
。新
理
事
の
選
任
を
実
施
。

第
５
号
議
案

議
案
決
議
効
力
発

生
の
件

各
議
決
に
関
し
て
、
誤
字
等
修

健
全
な
経
営
と
今
後
の
提
言

二
〇
二
四
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
へ
移

行
し
た
も
の
の
、
社
会
や
事
業
運

営
に
与
え
る
影
響
は
依
然
と
し

て
大
き
く
残
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
も
、「
安

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
や

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」

な
ど
の
課
題
に
前
向
き
に
取
り
組

ま
れ
、
収
支
と
も
に
前
期
を
上
回

る
結
果
を
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
事

業
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
成
果
と
し

て
高
く
評
価
で
き
ま
す
。
経
営
の

健
全
化
と
持
続
的
な
発
展
に
向
け

て
、
今
後
も
力
を
注
い
で
い
か
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

一
方
、介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、

通
所
系
事
業
所
を
中
心
に
「
選
ば

れ
る
事
業
所
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
が
、
転
換

は
十
分
と
は
言
え
ず
、
全
体
と
し

て
の
経
営
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
国
に
よ
る
介
護
報
酬
の

低
水
準
維
持
な
ど
厳
し
い
情
勢
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
を
含
め
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き

改
善
へ
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
活
動
に
お
い
て

も
、
出
資
金
の
増
加
や
新
た
な
仲

間
づ
く
り
と
い
っ
た
、
生
協
活
動

の
原
点
と
な
る
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。
現
在
、
組
合
員
数
・
出
資

金
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
今
い
る
組
合
員
へ
の
働
き
か

け
と
、
新
し
い
組
合
員
の
拡
大
に

向
け
た
さ
ら
な
る
活
動
が
必
要
で

す
。本

年
度
は
、「
健
康
で
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
医
療
提
供
者
と
し
て
、

慢
性
疾
患
の
管
理
や
在
宅
医
療
の

充
実
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
地
域
に
貢
献
す
る
医
療

の
提
供
体
制
を
さ
ら
に
強
化
さ
れ

る
よ
う
望
み
ま
す
。

加
え
て
、
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
か
ら
四
年
が
経
過
し
、
パ

レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
の
軍
事
衝

突
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
含
む
多
く
の
市
民
の
命

が
失
わ
れ
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
今
、
戦
争
や
原
発
、
核
兵
器

は
人
類
と
の
共
存
が
不
可
能
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
で

す
。
医
療
生
協
と
し
て
、
平
和
と

人
権
を
守
る
活
動
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望

み
ま
す
。

上記のとおり報告いたします。
　2025年６月28日

浜通り医療生活協同組合　　　
理事長　菅家　　新

第57期浜通り医療生活協同組合
損 益 計 算 書

自 2024年４月１日～至 2025年３月31日
単位：千円

【経常損益】
〔事業損益の部〕
　事業収益 2,017,754
　事業費用 1,855,037
　　事業総剰余金 162,716
　本部費 155,269
　　事業剰余金 7,448
〔事業外損益の部〕
　事業外収益 11,823
　事業外費用 10,464
　　経常剰余金 8,807
【特別利益】
特別利益 1,945
特別損失 1,945
　税引前当期余剰金 8,807
　法人税等 3,924
　当期剰余金 4,883
　前期繰越剰余金 1,555
　当期末処分剰余金 6,438

国
政

啓
子

東
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他
地
域

岩
佐

常
子

職
　
　
員

山
添

幸
恵
／
藤
原
砂
由
利

槙　
　

秀
子
／
原
田
こ
ず
え

高
木
か
お
り
／
戸
部

美
那

鬼
山

陽
子
／
蛭
田

裕
美

松
本

尚
子
／
新
妻

詢
子

小
林

逸
人
／
小
林

順
子

吉
田

和
枝
／
國
井

園
子

遠
藤

秋
江
／
池
川
恵
利
子

秋
葉

亮
介
／
工
藤

史
雄

立
石

淳
子
／
佐
藤

志
保

阿
部　
　

綾
／
中
村

文
乃

新
妻　
　

恵

〇
鹿
島
区

６
名

〇
江
名
区

11
名

〇
泉
区

14
名

〇
内
郷
・
好
間
区

６
名

〇
常
磐
区

９
名

〇
遠
野
区

１
名

〇
勿
来
区

８
名

〇
平
東
区

４
名

〇
平
北
区

２
名

〇
平
中
央
区

５
名

〇
神
谷
・
草
野
区

２
名

〇
明
治
団
地
・
自
由
ケ
丘
・

若
葉
台
区

１
名

〇
中
央
台
・
郷
ケ
丘
区

７
名

〇
小
川
・
三
和
・
川
前
区

１
名

〇
四
倉
・
久
之
浜
・

大
久
区

５
名

〇
職
員
区

３
名

正
す
べ
き
事
項
が
あ
っ
た
場
合
、

提
案
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
で

字
句
等
の
修
正
を
行
う
こ
と
を
理

事
会
に
一
任
。

各
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た

2025年7・8月　第287号 2



第16回 者者者者者者者者者者者者者者者者助助助補補補補補業業業業作作作作作作作作作作作作作作作務作作作作作作事事事事事事事事事事事事事事事事事事師師事師事事事医医医医医師師 補助業事事事事務事事事事 補補作務務作作作作作作 助助助助助者者者者者業補業補作作作作作業作業補補補補 者者助医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医師事務作業補助者職 場 紹 介

私
た
ち
医
師
事
務
作
業
補
助
者
は
、
現
在
３
名
で
医

師
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
「
事
務
的
な
業
務
」

を
担
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
直
接
お
会

い
す
る
機
会
は
少
な
い
た
め
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
職
種
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
療
現
場
を
支
え
る

一
員
で
あ
る
私
た
ち
の
業
務
を
紹
介
し
ま
す
。

医
師
事
務
作
業
補
助
者

の
役
割
と
は

医
師
の
指
示
に
基
づ
い

て
、
診
断
書
や
診
療
記
録
な

ど
の
文
書
作
成
や
電
子
カ
ル

テ
へ
の
入
力
作
業
を
代
行
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
導
入
の
歴
史

医
師
事
務
作
業
補
助
者
の

役
割
は
、
も
と
も
と
海
外
で

広
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
で
は
２
０
０
０
年

頃
か
ら
徐
々
に
導
入
が
始
ま

り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
の
診
療
報
酬

改
定
を
契
機
に
全
国
の
病
院

で
本
格
的
に
普
及
し
、
今
で

は
多
く
の
医
療
機
関
で
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
の
取
り
組
み

当
院
で
は
、２
０
０
９
年
、

当
時
の
事
務
次
長
が
外
部
研

修
を
修
了
し
、
震
災
後
か
ら

介
護
保
険
に
必
要
な
「
主
治

医
意
見
書
」
の
作
成
を
効
率

化
す
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
看
護
師
が
患
者
さ
ん
の

情
報
を
聞
き
取
り
、
そ
れ
を

事
務
職
員
が
シ
ス
テ
ム
に
代

行
入
力
を
し
、
最
終
的
に
医

師
が
確
認
・
署
名
す
る
仕
組

み
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
内
容
の
進
化
と

工
夫

こ
の
業
務
は
単
な
る
「
手

書
き
↓
入
力
」
と
い
う
作
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
容
の
矛

盾
や
聞
き
漏
ら
し
が
な
い
か

一
定
の
医
療
知
識
を
も
と
に

確
認
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
医
師
は
業
務

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
確
認

作
業
が
一
度
で
済
む
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
院
中
の
経
過
を

ま
と
め
る
「
退
院
時
後
記

（
退
院
サ
マ
リ
）」
※
１
の
下

書
き
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
退
院
後
す
ぐ
に
外

来
診
療
で
参
照
で
き
る
体
制

が
整
い
、
情
報
共
有
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。専

任
者
の
配
置
と

電
子
カ
ル
テ
の
導
入

２
０
１
６
年
に
は
専
任
の

担
当
者
を
配
置
し
、
２
０
２

０
年
に
は
電
子
カ
ル
テ
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
医
師
の
手
書
き
の
診
療
記

録
を
事
務
職
員
が
入
力
を
す

る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
業

務
内
容
が
さ
ら
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看

護
師
が
担
当
し
て
い
た
事
務

業
務
の
一
部
も
引
き
継
ぎ
、

業
務
の
効
率
化
と
質
の
向
上

を
図
り
、
私
た
ち
の
仕
事
の

幅
は
今
も
広
が
り
続
け
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

挑
戦

Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
情

報
通
信
技
術
の
進
化
に
よ

り
、
単
純
作
業
は
機
械
に
置

き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

機
械
が
出
力
し
た
情
報
を
人

の
目
で
確
認
し
、
よ
り
高
度

な
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
は
、
私
た
ち
の
重
要
な
使

命
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
医

師
が
本
来
の
業
務
に
集
中
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
医

療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
裏
方

と
し
て
し
っ
か
り
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
１

退
院
サ
マ
リ
と
は
、
患
者
さ

ん
の
入
院
中
の
診
療
内
容
や
経

過
、
検
査
結
果
、
処
方
薬
な
ど

を
記
録
し
た
文
書
で
、
退
院
後

の
外
来
診
療
や
地
域
の
医
療
機

関
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

福
島
か
ら
考
え
る
平
和
と
人
権

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
、

い
わ
き
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
主
催
の
「
く
ら
し
の
学
校

特
別
講
座
」
が
開
か
れ
、
九
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は

福
島
医
療
生
協
理
事
長
の
齋
藤

紀
先
生
。「
被
爆
者
に
寄
り
添
っ

て
半
世
紀
〜
被
爆
八
〇
年
の
振

り
返
り
と
日
本
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
で
長
年
、
被
爆
者
医
療

に
取
り
組
ん
で
き
た
齋
藤
先
生

は
、
半
世
紀
に
わ
た
る
活
動
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
核
兵
器
の

非
人
道
性
、
被
爆
の
実
相
、
放

射
線
障
害
、
原
爆
症
認
定
訴
訟

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。「
裁

判
に
勝
つ
こ
と
で
重
い
扉
を
こ

じ
開
け
て
き
た
。
新
た
な
認
定

基
準
が
で
き
る
た
び
、
そ
こ
に

含
ま
れ
な
い
患
者
の
た
め
に
闘

い
続
け
て
き
た
」
と
、
自
ら
証

言
台
に
立
っ
た
経
験
も
交
え
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
原
発
事
故
後
の
福

島
で
向
き
合
っ
て
き
た
放
射
能

へ
の
不
安
や
葛
藤
に
つ
い
て
も

触
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
力
強
い
言
葉
に
感
銘
を
受
け

た
」「
同
じ
放
射
能
の
被
害
を

経
験
し
た
福
島
の
一
人
と
し

て
、
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
理
念
と
響
き
合

う
、
憲
法
記
念
日
に
ふ
さ
わ
し

い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
六
日
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
願
い
、
今

年
も
平
和
大
行
進
を
行
い
ま
し

た
。
礼
文
島
か
ら
歩
い
て
き
た

渡
辺
さ
ん
を
迎
え
、
小
名
浜
生

協
病
院
か
ら
横
町
公
園
ま
で
四

一
人
で
元
気
に
行
進
。
雨
も
止

み
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
で

平
和
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
平

和
は
医
療
や
福
祉
の
土
台
。
明

る
い
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
歩
み
続
け
ま
す
。

二
〇
二
五
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進

齋
藤
紀
先
生
が
語
る

被
爆
者
医
療
の
歩
み

医
師
の
負
担
を
減
ら
し
、
患
者
さ

ん
に
向
き
合
う
時
間
を
守
る
縁
の

下
の
力
持
ち

「
こ
の
内
容
で
大
丈
夫
で
す
か
？
」

―
医
師
に
確
認
し
な
が
ら
、
安
心

に
つ
な
が
る
書
類
を
丁
寧
に
整
え

て
い
ま
す

電
子
カ
ル
テ
入
力
で
医
師
を
支
援

す
る
医
師
事
務
作
業
補
助
者

齋藤先生の一言一言に静かに聞き入る参加者たち

平和への思いを胸に街中に響くシュプレヒコール！
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わが支部紹介 第4回 中央台・郷ケ丘支部

１
、野
あ
ざ
み
班

開
催
場
所

飯
野
一
区
会
館

活
動
日

毎
月
第
一
・
三
火
曜
日

活
動
時
間

一
三
時
半
〜
一
五
時

第
一
火
曜
日
は
、
ラ
ジ
オ
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
続
い
て

「
水
戸
黄
門
」や
「
四
季
の
歌
」、

「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
な
ど
懐
か

し
い
歌
に
合
わ
せ
た
体
操
が
大

人
気
。 今

年
度
一
三
回
目
の
支
部
総
会
を
迎
え
た
中
央
台
・
郷

ケ
丘
支
部
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
軽
い
体

操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
を
動
か
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
集
い
、
笑
顔
に
な
れ
る
三
つ
の
班
会
が
住
宅

街
の
な
か
で
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
週
の
こ
の
時

間
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た

あ
た
た
か
な
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
日
も
元
気
に
！

笑
顔
広
が
る
地
域
の
居
場
所

り
動
か
し
た
あ
と
は
、
職
員
さ

ん
が
毎
回
工
夫
し
て
く
れ
る

ゲ
ー
ム
に
挑
戦
！
笑
い
声
が
飛

び
交
い
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
に
数
回
の
お
楽

し
み
―

納
涼
会
や
新
年
会
の
食
事
会

も
大
人
気
。
手
頃
な
お
値
段
で

お
い
し
い
お
店
を
選
ん
で
、
み

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
。
お
し
ゃ
べ

り
も
弾
み
、
自
然
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
ま
す
。
体
も
頭
も
楽
し
く

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
時
間

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
い
、

毎
回
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

２
、ひ
な
た
ぼ
っ
こ
班

３
、み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
ク
班

開
催
場
所

県
立
い
わ
き
公
園

活
動
日
時

①
偶
数
月
第
二
木
曜
日

一
〇
時
〜
一
一
時
半

②
奇
数
月
第
三
木
曜
日

一
〇
時
〜
一
一
時
半

年
会
費  

一
〇
〇
〇
円

こ
の
班
会
は
、
地
域
内
に
あ

る
広
大
な
敷
地
と
四
季
折
々
の

自
然
が
楽
し
め
る
県
立
公
園
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
桜
、
初
夏
の
新
緑
、

秋
に
は
紅
葉
、
そ
し
て
鳥
の
さ

え
ず
り
と
い
っ
た
自
然
の
恵
み

に
囲
ま
れ
、
心
身
を
癒
し
な
が

ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
大
変
人

気
で
す
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も

変
わ
ら
ず
、
多
く
の
参
加
者
が

ス
ハ
イ
ク
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
仲

間
と
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
機

会
と
し
て
、
毎
回
多
く
の
参
加

者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

『
終
わ
り
に
』

各
班
会
の
活
動
報
告
は
、
毎

月
開
催
さ
れ
る
支
部
の
運
営
委

員
会
で
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
や
行
事
の
振
り
返
り
、
提
起

さ
れ
た
課
題

な
ど
に
つ
い

て
も
、
運
営

委
員
の
皆
さ

ん
が
活
発
に

意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

中
央
台
・
郷
ケ
丘
地
区
に
限

ら
ず
、市
内
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、

健
康
づ
く
り
と
交
流
の
場
で
あ

る
私
た
ち
の
班
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
歩
き
、
語
り

合
い
、
支
え
合
う
こ
と
で
、
よ

り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
に
口
腔
体

操
に
小
物
づ
く
り
な
ど
、
内
容

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
！

第
三
火
曜
日
は
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ

を
楽
し
み
ま
す
。
体
を
し
っ
か

開
催
場
所

郷
ケ
丘
一
丁
目
館

活
動
日

毎
月
第
三
水
曜
日

活
動
時
間

九
時
半
〜
一
一
時

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
班
」
は
、

支
部
が
で
き
る
前
か
ら
続
く
、

地
域
に
根
ざ
し
た
班
会
で
す
。

コ
ロ
ナ
前
に
は
、
仕
出
し
弁
当

や
漬
物
、
自
家
製
の
野
菜
を
持

ち
寄
っ
て
、
み
ん
な
で
囲
む
お

昼
ご
は
ん
が
と
っ
て
も
楽
し
み

で
し
た
。
今
で
も
、
月
に
一
度

の
再
会
に
、
お
し
ゃ
べ
り
が
止

ま
ら
な
い
ほ
ど
盛
り
上
が
り
ま

す
。
活
動
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
ト
レ
に
使
う
ボ
ー
ル
の
手

触
り
や
座
り
心
地
に
癒
さ
れ
な

が
ら
、
無
理
な
く
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

集
ま
り
ま
す
。
こ
の
班
会
の
特

徴
は
、
地
域
の
方
々
に
と
ど
ま

ら
ず
、
参
加
者
が
新
た
な
参
加

者
を
呼
び
、
市
内
各
地
か
ら
人

が
集
ま
る
と
い
う
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
点
で
す
。

ま
た
、
毎
年
三
月
に
は
「
二

一
世
紀
の
森
公
園
」
で
咲
く
河

津
桜
を
観
賞
し
な
が
ら
総
会
を

開
き
、
年
間
の
活
動
計
画
な
ど

を
話
し
合
う
の
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
間
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
も
設
け

て
お
り
、
毎
年
恒
例
の
バ
ス
ハ

イ
ク
も
そ
の
一
つ
で
す
。
今
年

は
、
六
月
一
二
日
に
相
馬
市
・

松
川
浦
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ

ク
、
そ
し
て
一
〇
月
九
日
に
は

浄
土
平
・
吾
妻
小
富
士
へ
の
バ

そ
し
て
、
二
手
に
分
か
れ
て

行
う
ゲ
ー
ム
で
は
、
思
わ
ず
闘

志
が
わ
き
、
笑
い
声
が
館
内
に

響
き
ま
す
。に
ぎ
や
か
で
、あ
っ

た
か
い
。
そ
ん
な
時
間
が
「
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
班
」
に
は
流
れ
て

い
ま
す
。

桜
の
下
を
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
ク

昨
年
の
総
会
時
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
様
子

運営委員会の様子

大笑いしてストレス発散

今日も元気に体操をします

ゆっくり体を動かします

輪投げは人気のゲームの１つです
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